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更新研修概要①

【 概 要 】

資格を更新するためには資格有効期限の6か月前までに、日本スポーツ協会(JSPO)あるいは

日本陸連(JAAF)等の定める研修会(更新研修)を最低 1 回受けることが義務づけられています。

各都道府県陸協において年に最低１回、可能な限り半年に1回、更新研修の開催をお願いいたします。

※資格の有効期間は資格登録後4年間です。有効期限を過ぎると復活登録申請が必要となります。

【 実施におけるルールおよび条件 】

・集合研修3時間以上であること

・スポーツに関する講演、講義または研究発表、実技、指導実習、研究協議などによって

構成されていること。

※内容はスポーツ指導者に共通して求められる資質能力(思考・判断、態度・行動、知識・技能)や陸上競技に

求められる専門的な資質能力の維持・向上に資するものであること。

※JSPOが定める「公認スポーツ指導者育成の３つの方針」や「公認スポーツ指導者が目指すグッドコーチ像」等と

相容れない内容は不可

・日本陸上競技連盟または加盟・協力団体等により運営されていること

・時間数が 3 時間以上の集合講習であること

※複数回で構成された研修事業の場合で、合計時間が 3 時間以上であれば可とする

※20分以上の遅刻及び途中退出が確認された者は、更新研修の実績としては不可とする。

・受講者の本人確認及び参加確認を行うこと。

・各陸協または日本陸上競技連盟が認める講師によって講習が行われること

・講師選定は、都道府県陸上競技協会のJAAFエデュケーターまたは指導者養成担当とご相談のうえ

選定を行ってください。

※実技はJAAF公認ジュニアコーチ以上の有資格者が行うこと

※アスレティックトレーナー(AT)や栄養の講義を行う場合については、事前に日本陸連までご連絡ください。

https://www.japan-sports.or.jp/coach/tabid1198.html#3policy
https://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/data/katsudousuishin/doc/goodplayer_goodcoach.pdf
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更新研修概要②

【 更新研修と認められるケース 】※前項の『実施におけるルールおよび条件』に基づいた実施のもと認められます。

①各陸協主催の強化／研修合宿

②研修会の1講義として実施する各陸協主催の練習会

※練習会のなかに必ず有資格者の配置をお願いいたします。

③競技会と連動した講習会の実施(例_全国小学生陸上競技交流大会 指導者研修会)

④陸協主催 指導者講習会、各種イベント(陸上教室、合宿等)と連動した講習

⑤日本陸上競技連盟 主催の各種事業(コーチングクリニック等)

⑥その他、学会など日本陸連が認める事業(学会、大会、講習等)

【 注 意 事 項 】

・オンライン/オンデマンドによる研修を検討・希望される場合は、事前に日本陸連までご相談ください。

※次頁『更新研修概要(実施形式)』を事前にご参照ください

・各種資格取得のための講習会は更新研修にはあてることができません。

・要項に資格更新のための研修であることを明記してください。

※選択受講となる場合は、更新研修として充てられる条件を必ず明記。

【 問い合わせ先 】

日本陸上競技連盟 強化部 指導者養成課 Mail: coach@jaaf.or.jp Tel: 050-1746-8410

mailto:coach@jaaf.or.jp
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更新研修概要(実施形態)

【 集合形態 】

前頁『更新研修概要①②』に則り、更新研修を行ってください。

【 オンライン形態 】

前頁『更新研修概要①②』および下記の開催形態ごとの要件に則り、更新研修を

行ってください。

～フルリモート形式～

受講者および講師がそれぞれオンライン(ZOOMなど)に入り講義が展開される形式

・受講者のカメラ機能をオンにし監督者が受講状況を随時確認すること

～ハイブリッド(対面+オンライン)形式～

集合形態もしくはオンライン形態を受講者が選択できる方法で講義が展開される形式

・オンライン形態で参加している受講者にはカメラ機能をオンにし監督者が受講状況を

随時確認すること

～講師リモート形式～

講師がオンライン(ZOOMなど)に入り講義が展開される形式

・会場にいる監督者が受講状況を随時確認すること

【オンデマンド講義】

・本人確認や視聴確認が可能な仕組みを利用したものであること。

・動画ごとの小テストの実施やレポート課題等の提出を義務付けること。
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STEP 1

STEP 2

STEP 3

STEP 4

開 催 申 請
開催1ヶ月前までにJSPOスポーツ指導者管理システムを用いて開催申請

※JAAFが内容を確認し、同システム上でJSPOへ申請し承認された場合

JAAFから報告書(受講者名簿など)を送付する。

※要件に満たない場合は指導者管理システム上で差戻しがあります。

更 新 研 修 の 事 前 準 備 ・ 実 施
研修会の事前準備として参加案内を開催1週間前を目安に受講生へ送付

また、受講者のJSPO指導者登録番号(7桁)や生年月日など報告書記載の情報を

事前に確認をしてください。

報 告 書 提 出
開催後2週間以内に名簿(実績)・実施報告書を日本陸連 指導者養成課へメールにて提出

開催報告申請
日本陸連より日本スポーツ協会へ開催報告申請の報告

更新研修実施までの流れ(都道府県陸協)
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【STEP1】開催申請方法について

【JSPOスポーツ指導者管理システムによる申請手順】

1. 実施概要の入力

 システム内の”新規更新研修作成”メニューより必要情報の入力

※必要情報の詳細は次ページ参照

2. 申 請

 ”申請内容の確認”➾”申請”の手順で日本陸連へ申請

※ ”申請内容の確認”時の”保存”でデータの一時保存も可能

  └【更新研修検索】メニューより検索し編集・申請が可能

3. 日本陸連および日本スポーツ協会による承認

 日本スポーツ協会による最終承認後、アカウント保持者のE-メール宛てに

 お知らせメールが配信されます。
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【開催申請における記載必要情報】

〇講習会名

〇講習会趣旨…指導者向けの研修が分かるよう明記ください。

(例)安全に実施するための対策及び指導上の注意点について学ぶことにより

指導者の資質向上を図る。

〇主催団体等

〇募集日程

〇開催日

〇開催方法…オンライン形式/オンラインと集合形式の併用で開催の場合は必ず日本陸連へ

事前にご相談ください。

〇定員

〇講習会日程…必要事項：講義名・講師名・講師所属・保有資格情報(陸上競技コーチ1等)

※3H以上の講習会として計画・実施してください。

※担当講師の所属および保有資格は必ず明記ください。

〇その他注意事項…問い合わせ先は指導者マイページに掲載されるので

担当者の連絡先(携帯電話等)の個人情報の取り扱いにはご注意ください。

【STEP1-1】開催申請

≪申請例≫
8:30～8:45 指導者育成方針(0.25H)

講師：陸連太郎(●●陸協 普及委員長/陸上競技コーチ3)

8:45～9:45 育成年代における指導方法(1Ｈ)
メイン講師：陸連太郎(陸上競技コーチ3)
サポート講師：普及はな子(陸上競技コーチ3)

9:45～11:45 種目別の指導方法(2H)
講師：●●陸協強化部

短距離パート 陸連太郎(陸上競技コーチ3)
跳躍パート 普及はな子(陸上競技コーチコーチ3)
投てきパート 田中太郎(陸上競技コーチ1)

11:45～12:00 振り返りと質疑応答(0.25H)
講師：陸連太郎(陸上競技コーチ3)
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【参考データ】

【STEP1-1】開催申請

■実施概要_入力画面 ■申請内容の確認画面



【開催申請_事例】
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■〇〇陸協_更新研修

【STEP1-2】開催申請



【開催申請_事例】
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■〇〇陸協_更新研修

【STEP1-2】開催申請



【参加案内の送付】
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下記内容を踏まえて開催1週間前を目途に参加者へご連絡をお願いいたします。

〇実施日時・実施場所

〇日程表

〇注意事項

〇問い合わせ先

■第30回コーチングクリニック(陸連主催_更新研修)参加案内資料【事例1-1】

【STEP2-1】更新研修の事前準備・実施



12

■第30回コーチングクリニック(陸連主催_更新研修)参加案内資料【事例1-2】

講師名(所属/実績等)

講師名(所属/実績等)

講師名(所属/実績等)

講師名(所属/実績等)

講師名(所属/実績等)

講師名(所属/実績等)
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■第30回コーチングクリニック(陸連主催_更新研修)参加案内資料【事例1-3】



【受講者の管理】
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日本スポーツ協会へ開催報告申請時に下記の受講者情報が必要となります。

〇氏名

〇フリガナ

〇日本スポーツ協会指導者資格 登録番号(7ケタ)

〇生年月日

〇日本スポーツ協会に登録している所属都道府県

【STEP2-2】更新研修の事前準備・実施

【受講上の注意事項】

下記を遵守のうえ研修の実施をお願いいたします。

①20分以上の遅刻および途中退出が確認さたものは、更新研修の実績は認められない。

②体調不良、一身上の都合など個人的な事情については考慮しません。

③講義間の移動時間や休憩時間については、講師の先生方と相談の上、ご調整ください

※各講義5-10 分程度の休憩を適宜お取りください。



【各開催都道府県陸協⇒JAAFの開催報告の申請方法①】
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開催2週間以内に受講者名簿を日本陸連 担当者宛て(coach@jaaf.or.jp)にメールにて提出してください。

研修会名

氏名
フリガナ

（全角カタカナ）
日本スポーツ協会指導者資格

登録番号（7ケタ）
生年月日

所属都道府県
※日本スポーツ協会の登録データ参照

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

【STEP3-1】開催報告申請

■受講者名簿(実績)

mailto:coach@jaaf.or.jp


【各開催都道府県陸協⇒JAAFの開催報告の申請方法②】
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開催2週間以内に受講者名簿を日本陸連 担当者宛て(coach@jaaf.or.jp)にメールにて提出してください。

【STEP3-2】開催報告申請

■実施報告書(24.04.05現在)

mailto:coach@jaaf.or.jp
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STEP 1

STEP 2

STEP 3

STEP 4

開 催 申 請
後援団体等で陸上競技協会が入っている場合は、JAAFエデュケーターまたは指導者養成

担当者と連携を図り、開催1ヶ月前までにJSPOスポーツ指導者管理システムを用いて

開催申請

※JAAFが内容を確認し、同システム上でJSPOへ申請し承認された場合

JAAFから報告書(受講者名簿など)を送付する。

※要件に満たない場合は指導者管理システム上で差戻しがあります。

更 新 研 修 の 事 前 準 備 ・ 実 施
研修会の事前準備として参加案内を開催1週間前を目安に受講生へ送付

また、受講者のJSPO指導者登録番号(7桁)や生年月日など報告書記載の情報を

事前に確認をしてください。

報 告 書 提 出
開催後2週間以内に名簿(実績)・実施報告書を日本陸連 指導者養成課へメールにて提出

開催報告申請
日本陸連より日本スポーツ協会へ開催報告申請の報告

更新研修実施までの流れ(その他団体①)

実施団体が都道県陸上競技協会ではなく、他団体が更新研修を実施する場合。

例）〇〇県高等学校体育連盟陸上競技専門部主催など
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【STEP1】開催申請方法について

【JSPOスポーツ指導者管理システムによる申請手順】

1. 実施概要の入力

 システム内の”新規更新研修作成”メニューより必要情報の入力

※必要情報の詳細は次ページ参照

2. 申 請

 ”申請内容の確認”➾”申請”の手順で日本陸連へ申請

※ ”申請内容の確認”時の”保存”でデータの一時保存も可能

  └【更新研修検索】メニューより検索し編集・申請が可能

3. 日本陸連および日本スポーツ協会による承認

 日本スポーツ協会による最終承認後、アカウント保持者のE-メール宛てに

 お知らせメールが配信されます。
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【開催申請における記載必要情報】

〇講習会名

〇講習会趣旨…指導者向けの研修が分かるよう明記ください。

(例)安全に実施するための対策及び指導上の注意点について学ぶことにより

指導者の資質向上を図る。

〇主催団体等

〇募集日程

〇開催日

〇開催方法…オンライン形式/オンラインと集合形式の併用で開催の場合は必ず日本陸連へ

事前にご相談ください。

〇定員

〇講習会日程…必要事項：講義名・講師名・講師所属・保有資格情報(陸上競技コーチ1等)

※3H以上の講習会として計画・実施してください。

※担当講師の所属および保有資格は必ず明記ください。

〇その他注意事項…問い合わせ先は指導者マイページに掲載されるので

担当者の連絡先(携帯電話等)の個人情報の取り扱いにはご注意ください。

【STEP1-1】開催申請

≪申請例≫
8:30～8:45 指導者育成方針(0.25H)

講師：陸連太郎(●●陸協 普及委員長/陸上競技コーチ3)

8:45～9:45 育成年代における指導方法(1Ｈ)
メイン講師：陸連太郎(陸上競技コーチ3)
サポート講師：普及はな子(陸上競技コーチ3)

9:45～11:45 種目別の指導方法(2H)
講師：●●陸協強化部

短距離パート 陸連太郎(陸上競技コーチ3)
跳躍パート 普及はな子(陸上競技コーチコーチ3)
投てきパート 田中太郎(陸上競技コーチ1)

11:45～12:00 振り返りと質疑応答(0.25H)
講師：陸連太郎(陸上競技コーチ3)
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【参考データ】

【STEP1-1】開催申請

■実施概要_入力画面 ■申請内容の確認画面



【開催申請_事例】
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■〇〇高体連陸上競技専門部_〇〇地区合宿

【STEP1-2】開催申請

更新研修ID 16984

更新研修コード 0016358

参加対象都道府県 全国

参加対象競技 陸上競技

実績対象都道府県

実績対象競技 Ｂ団体の全競技

研修会名 【東北】U19強化研修合宿（〇〇ブロック）兼指導者研修会

研修会趣旨

高校生年代を指導する指導者に向けて、強化方針や安全管理に関する共通認識を
図るとともに、高い実技指導方法と競技力向上のための知識研鑽の場として本研
修会を開催する。また「シニア期でのハイパフォーマンスを目指したジュニア期
の指導」という内容で、選手が高校卒業後のパフォーマンスを高めるための教養
を深める研修会を実施する。

主催団体 〇〇県高等学校体育連盟陸上競技専門部

後援団体 一般財団法人〇〇陸上競技協会

共催団体 〇〇高等学校体育連盟、〇〇県高等学校体育連盟

所管団体 〇〇高等学校体育連盟陸上競技専門部、〇〇県高等学校体育連盟陸上競技専門部

協力団体

協賛団体

その他団体１

その他団体２

募集期間 2024/10/08 から 2024/11/13

開催日 2024/12/24 から 2024/12/27

開催都道府県 〇〇県

開催会場 〇〇競技場 会議室１

定員 20 名

参加料



【開催申請_事例】
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■〇〇高体連陸上競技専門部_〇〇地区合宿

【STEP1-2】開催申請

日程表
内容
講師

●月●●日(火) 1日目
13:30～安全な指導のために(0.5H)

講師：〇〇 〇〇氏
(〇〇高校・〇〇県高体連競技力向上委員長/陸上競技コーチ3)

14:00 ～種目別指導(更新研修対象外)

●月●日(水) 2日目
9:00～種目別指導(更新研修対象外)

13:30～種目別指導(更新研修対象外)

●月●日(木) 3日目
9:00～種目別指導(更新研修対象外)
13:30～シニア期でのハイパフォーマンスを目指したジュニア期の指導」(1H)

講師：〇〇 〇〇氏（〇〇大学/陸上競技コーチ3）
14:30～振り返りと質疑応答（0.5H）

講師：〇〇 〇〇氏
(〇〇高校・〇〇県高体連競技力向上委員長/陸上競技コーチ3)

15:00～種目別の指導方法(2H)
講師：〇〇陸協強化委員

短距離パート 〇〇 〇〇氏(陸上競技コーチ3)
跳躍パート 〇〇 〇〇氏(陸上競技コーチ3)
投てきパート 〇〇 〇〇氏(陸上競技コーチ3)

12月27日(金) 4日目
9:00～ 種目別指導(更新研修対象外)

13:00～ 安全管理及び指導の振り返り(1H)
講師：〇〇 〇〇氏

(〇〇高校・〇〇県高体連競技力向上委員長/陸上競技コーチ3)

案内
コンテンツ

その他
注意事項

お問合せ先 担当：〇〇 〇〇 メール：●●@ne.jp

申込方法 参加県の競技力向上委員長から案内し、指定の申し込み要領に従って申込をする。

Web告知

Web募集



【参加案内の送付】
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下記内容を踏まえて開催1週間前を目途に参加者へご連絡をお願いいたします。

〇実施日時・実施場所

〇日程表

〇注意事項

〇問い合わせ先

■第30回コーチングクリニック(陸連主催_更新研修)参加案内資料【事例1-1】

【STEP2-1】更新研修の事前準備・実施
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■第30回コーチングクリニック(陸連主催_更新研修)参加案内資料【事例1-2】

講師名(所属/実績等)

講師名(所属/実績等)

講師名(所属/実績等)

講師名(所属/実績等)

講師名(所属/実績等)

講師名(所属/実績等)
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■第30回コーチングクリニック(陸連主催_更新研修)参加案内資料【事例1-3】



【受講者の管理】

26

日本スポーツ協会へ開催報告申請時に下記の受講者情報が必要となります。

〇氏名

〇フリガナ

〇日本スポーツ協会指導者資格 登録番号(7ケタ)

〇生年月日

〇日本スポーツ協会に登録している所属都道府県

【STEP2-2】更新研修の事前準備・実施

【受講上の注意事項】

下記を遵守のうえ研修の実施をお願いいたします。

①20分以上の遅刻および途中退出が確認さたものは、更新研修の実績は認められない。

②体調不良、一身上の都合など個人的な事情については考慮しません。

③講義間の移動時間や休憩時間については、講師の先生方と相談の上、ご調整ください

※各講義5-10 分程度の休憩を適宜お取りください。



【各開催都道府県陸協⇒JAAFの開催報告の申請方法①】
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開催2週間以内に受講者名簿を日本陸連 担当者宛て(coach@jaaf.or.jp)にメールにて提出してください。

研修会名

氏名
フリガナ

（全角カタカナ）
日本スポーツ協会指導者資格

登録番号（7ケタ）
生年月日

所属都道府県
※日本スポーツ協会の登録データ参照

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

【STEP3-1】開催報告申請

■受講者名簿(実績)

mailto:coach@jaaf.or.jp


【各開催都道府県陸協⇒JAAFの開催報告の申請方法②】

28

開催2週間以内に受講者名簿を日本陸連 担当者宛て(coach@jaaf.or.jp)にメールにて提出してください。

【STEP3-2】開催報告申請

■実施報告書(24.04.05現在)

mailto:coach@jaaf.or.jp
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STEP 1

STEP 2

STEP 3

STEP 4

開 催 申 請
開催1ヶ月前までに指定データを日本陸連指導者養成課へメールにて提出

更 新 研 修 の 事 前 準 備 ・ 実 施
研修会の事前準備として参加案内を開催1週間前を目安に受講生へ送付。

また、受講者のJSPO指導者登録番号(7桁)や生年月日など報告書に記載する情報を

事前に確認をしてください。

報 告 書 提 出
開催後2週間以内に名簿(実績)・実施報告書を日本陸連 指導者養成課へメールにて提出

開催報告申請
日本陸連より日本スポーツ協会へ開催報告申請の報告

更新研修実施までの流れ(その他団体②)

実施団体が都道県陸上競技協会ではなく、他団体が更新研修を実施する場合。

例）〇〇学会主催など
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【開催申請における記載必要情報】

下記を指定Excelデータに記入後、日本陸連指導者養成課へ(coach@jaaf.or.jp)提出

〇講習会名

〇講習会趣旨…指導者向けの研修が分かるよう明記ください。

(例)安全に実施するための対策及び指導上の注意点について学ぶことにより

指導者の資質向上を図る。

〇主催団体等

〇募集日程

〇開催日

〇開催方法…オンライン形式/オンラインと集合形式の併用で開催の場合は必ず日本陸連へ

事前にご相談ください。

〇定員

〇講習会日程…必要事項：講義名・講師名・講師所属・保有資格情報(陸上競技コーチ1等)

※3H以上の講習会として計画・実施してください。

※担当講師の所属および保有資格は必ず明記ください。

〇その他注意事項…問い合わせ先は指導者マイページに掲載されるので

担当者の連絡先(携帯電話等)の個人情報の取り扱いにはご注意ください。

【STEP1-1】開催申請

≪申請例≫
8:30～8:45 指導者育成方針(0.25H)

講師：陸連太郎(●●陸協 普及委員長/陸上競技コーチ3)

8:45～9:45 育成年代における指導方法(1Ｈ)
メイン講師：陸連太郎(陸上競技コーチ3)
サポート講師：普及はな子(陸上競技コーチ3)

9:45～11:45 種目別の指導方法(2H)
講師：●●陸協強化部

短距離パート 陸連太郎(陸上競技コーチ3)
跳躍パート 普及はな子(陸上競技コーチコーチ3)
投てきパート 田中太郎(陸上競技コーチ1)

11:45～12:00 振り返りと質疑応答(0.25H)
講師：陸連太郎(陸上競技コーチ3)

mailto:coach@jaaf.or.jp


【参加案内の送付】
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下記内容を踏まえて開催1週間前を目途に参加者へご連絡をお願いいたします。

〇実施日時・実施場所

〇日程表

〇注意事項

〇問い合わせ先

■第30回コーチングクリニック(陸連主催_更新研修)参加案内資料【事例1-1】

【STEP2-1】更新研修の事前準備・実施
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■第30回コーチングクリニック(陸連主催_更新研修)参加案内資料【事例1-2】

講師名(所属/実績等)

講師名(所属/実績等)

講師名(所属/実績等)

講師名(所属/実績等)

講師名(所属/実績等)

講師名(所属/実績等)



33

■第30回コーチングクリニック(陸連主催_更新研修)参加案内資料【事例1-3】



【受講者の管理】
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日本スポーツ協会へ開催報告申請時に下記の受講者情報が必要となります。

〇氏名

〇フリガナ

〇日本スポーツ協会指導者資格 登録番号(7ケタ)

〇生年月日

〇日本スポーツ協会に登録している所属都道府県

【STEP2-2】更新研修の事前準備・実施

【受講上の注意事項】

下記を遵守のうえ研修の実施をお願いいたします。

①20分以上の遅刻および途中退出が確認さたものは、更新研修の実績は認められない。

②体調不良、一身上の都合など個人的な事情については考慮しません。

③講義間の移動時間や休憩時間については、講師の先生方と相談の上、ご調整ください

※各講義5-10 分程度の休憩を適宜お取りください。



【各開催都道府県陸協⇒JAAFの開催報告の申請方法①】
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開催2週間以内に受講者名簿を日本陸連 担当者宛て(coach@jaaf.or.jp)にメールにて提出してください。

研修会名

氏名
フリガナ

（全角カタカナ）
日本スポーツ協会指導者資格

登録番号（7ケタ）
生年月日

所属都道府県
※日本スポーツ協会の登録データ参照

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

【STEP3-1】開催報告申請

■受講者名簿(実績)

mailto:coach@jaaf.or.jp


【各開催都道府県陸協⇒JAAFの開催報告の申請方法②】

36

開催2週間以内に受講者名簿を日本陸連 担当者宛て(coach@jaaf.or.jp)にメールにて提出してください。

【STEP3-2】開催報告申請

■実施報告書(24.04.05現在)

mailto:coach@jaaf.or.jp
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【各都道府県陸協担当者向け】Q&Aリスト

No 質問リスト 回答

1
更新研修の全体で3hを確保していれば
よいでしょうか。

開講式等を除き講義の時間のみで3h以上で
設定してください。

2 講師選定は有資格者のみでしょうか。
実技講師は安全管理の観点から必ず
有資格者の方を選定ください。
その他講義については推奨となります。

3
研修会の実績はいつ頃、指導者マイページ
に反映されますか。

受講者名簿(実績)をもとに本連盟より申請し
日本スポーツ協会の承認とシステムへの反映
作業の完了後となり、開催後から約1.5ヶ月後
となります。

4
オンラインでの開催を希望する場合はどの
ようにすればよいでしょうか。

JSPOへの申請前に本連盟へご相談ください。

5
指導者管理システムのアカウントを所有して
おりません。

本連盟より都道府県陸上競技協会に2アカウント
まで権限を付与しております。開催都道府県陸
協のJAAFエデュケーターまたは指導者養成担当
者へご確認をお願いいたします。

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15
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